長岡市立学校の２学期制に関する方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成 17 年７月 14 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡市教育委員会決定
平成17年７月13日に長岡市立学校２学期制検討委員会（以下「検討委員会」という。）から報告があった2学期制に関する最終意見を踏まえ、長岡市立学校の2学期制に関する方針について、次のとおり決定する。
１　２学期制の評価・導入及び長期休業の弾力的運用
検討委員会が最終意見で指摘しているとおり、２学期制は、子どもたちと向き合う時間を確保し、特色ある学校づくりを行う上で有効な手段となり得るとともに、絶対評価の趣旨をより一層生かし、指導と評価の一体化を図っていく上でも有効であると考えられる。また、学校の教育活動を見直し、新しいものを生み出していこうという教職員の前向きな意識改革にもつながるなど、２学期制は、子どもたちへの指導の充実等に向け、学校の教育活動をより良く変えていく可能性を持ち、子どもたちの豊かな心の育成と学力の向上につながるものと考えられる。
　よって、当委員会は、長岡市立学校へ２学期制を導入することとし、その際、学校裁量の拡大を図ることにより２学期制の導入効果を一層高めるため、長期休業の弾力的な運用も、同時に実施することとする。
２　２学期制の導入方法等
（１）２学期制の導入方法及び導入時期
　　　平成18年4月から、すべての市立学校で２学期制を導入し、あわせて、長期休業の弾力的な運用を実施する。ただし、中越大震災後の対応その他の事情により、来年4月からの導入が難しい学校については、平成19年4月からの導入とすることができることとする。
（２）長期休業の弾力的な運用
　　　長期休業日の日数の上限を６４日と定め、その日数の範囲内において、校長が長期休業日の期間を裁量で定めることができることとする。
（３）学校の事前準備及び保護者等への周知・説明
　　　原則として、平成18年度にすべての市立学校に２学期制を導入することを踏まえ、各学校は、自校の教育活動の見直しを含む２学期制導入の事前準備を確実に行うとともに、保護者等に対し、２学期制の周知と説明を十分行うこととする。
（４）その他
　　　平成18年１月１日に編入合併予定の市町村の学校については、合併後、２学期制の導入時期等に関し、当該学校と十分協議して定めることとする。　　

